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これまで学部により委員の数がまちまちであったが， 各学部とも4名ということになり，
目下， 各学部で選考中である。


















のほかに幹事2 名をおき， 若干の分科会にわかれて， できるだけ短期間に成果をあげるべ
く， 作業を集中的精力的に行なっていく予定である。 目下のところ月 2固という討議日程
をたてている。 討議の眼目は， 国全体の動きや本学の「大学改革準備委員会」の動向をに
らみあわせながらも， 具体的には一応教育学部内の諸問題点に絞っていくことになるであ
















② 認 めないなら，何故認 めないか。
G① 「二者協」 を認めるのか，否か。
② 認 めないなら，何故認 めないか。
＠ 新田， 友杉昇任人事，小島採用人事は 「内規」，
「二者協」 に基づ いた人事であった。 今後「内規」，




この要 求に対しては12月18 日 の評議 会 に お いて
種々の意見が交換されたが， じゅうぶんな時 間を






















































て 「研究する自由」「教 える自由」「学習する自由」 を確
保することであった。 西洋においていわゆる大学が誕
生したのは12世紀から14 世紀にかけてであることが知
られているが， 大学はスチューディウム（ Studium ge­
nerale） またはウニフェルシタス （ Universitas ma­









































































もってして， 中学 ・ 高校を通じての苛酷なまでの受験
戦 争に疲れはて， やっとの思いで大学までたどりつい
た， デイヴイッド ・ リースマン （ D. Riesman） のい








































工学部では， 昨秋1 月27日 （ 金） 午前9 時から高岡 市
民体育館において， バレーボール， バスケットボール
4年， 第3位は機械力学Aならびに電子3 年であった。
および卓球の3 種目の球技大会を催した。 本来ならば， 3. 卓 球
本丸球場でソフトボールも行なわれる予定であったが， 参加 16チームで， 第1位は生機 2年， 第 2位は電気
あいにくの悪天候のため， これは中止となった。 3 年， 第3位は生機4年ならびに楯の会であった。
大会の結果は次のとおりである。
I . バスケットポール
参加 14チームで， 第 1位は生産機械3 年， 第 2位は
機械3 年， 第3位は野球部ならびにパチ研（ 工化3 年）
であった。
2. バレーボール






た， 参加 各チーム， 審判， 進行係に協力きれた学生，
クラブ員一同， きわめてフェアーに秋のスポーツをた





教育 専攻 5 名
2. 出願資格




(3) 外国 において， 学校教育 における16年の 課程を
修了した 者
以上の一つに該当 し， かつ高等学校教諭2級普通免
許 または幼稚園， 小学校， 中学校教諭l級普通免許 の
いずれか一つを有する 者 （昭和46年 3月31日までに 取
得できる見込みの 者を含む）。
3. 出願期間




入学 者の選考は， 推薦 書， 最終出身学校の 調査書，
学力検査， 面接および健康診断によって行なう。
(1） 学力検査科目 教育原理と教育心理の 2 科目
(2）検査期日 3月6 日出午前10時～ 12時30分 （学















文 学 科 60名
理 学 科 125名
小学校教員 養 成 課 程 100名
中学校 教員 養 成 課 程 50名
養護 学校教員養成課程 20名
経 済 学 科 160名









昭和46年 2月12日（金）から 2月22日（月）まで （郵
送の場合も， 2月22日午後 5 時までに 必着のこと）。
3. 入学願書提出先
富山 市 五福 3, 190 富山大学学生課
4. 学力検査
国語， 社会， 数学， 理科， 外国語の 5 教科
5. 検査日程
・ 3月2 3日（刈 国語（90分）， 社会（90分）， 数学 文
科系（ 120分）， 理科系(150分）
・3月24 日例 外国語（90分）， 理科 文学科・教育・




教育 学部 教育 学部
経済学部 富山工業高等学校
薬 学 部 富山商業高等学校
工 学 部 高岡高等学校
7. 合 格発表
4 月 2 日幽 午前9 時




I 薬学研究科 II 工学研究科
｜． 募集 人 員
薬学専攻 ， 製薬化学専攻 各若干名
2. 出 願 資格
大学を卒業した 者または昭和46年3 月卒業見込
みの者等





筆記試験 ， 口述試験 ， 健康診断および調査書の
各成績を総合して判定する。
6. 検査期日，検査科目
・昭和46年 2月 9 日（必 英語， ドイツ語， 有機化
学， 物理化学， 生物化学
・2月1 0日嗣 第lおよび第 2 志望講座の試験 科





I . 募集 人 員





3. 出 願 期 間







・昭和46年3 月 5 日幽 英語， ドイツ語， 基礎科
目




昭和46年 3 月 13 日仕）正午





て おります。 顧み ますれば， 私が高岡工専にまいり











専門の先生は， 機械では柏校長先生と私 （ 大和 先生が
おりましたが動員で留守） ， 電気に藤井先生， 化学に
中川公海先生と藤木先生， 金属は誰もいなく養回先生
の着任まで私が主任を兼ねました。 講義をはじめる段
になって一番困ったのは， 実験 実習と製図でした。 1



















要求したことがあります。 文部省も趣旨に賛成し， 1 0
年計画で設備の更新をやってくれました。 このような







ますが， 機械は 2講座に圧縮され， 金属工学科に包含
されて発足することになりました。 昭和 25年， 相先生
が急逝されて機械工学科設置の重荷が私にか、ってま


















ろ無論O Kで， 7 月1 5日富山大学計算センター設立世
話人会をつくりました。 各学部から世話人がでました。





ばれました。 機種の選定 をするために， メーカーから
出された資料を検討する小委員会を設けることになり
ました。 小委員会のメンバーは田中専一郎先生， 四谷



















京しましたのを機に 文部省に大学 課長， 庶務 課長を訪
れ， 私の苦悩を打ちあけましたところ実によく諒解し











に大学 課と庶務 課の意見のくいちがいがあり， ずい分
苦労しました。 審査員の指示に従い， 教授陣をお膳立
てして文部省に提出しました。 予備審査の日には， 私























がかかりました。 その問， 文理学部の田代先生， 永原
先生， 中川正之先生， 高木先生， 近藤先生， 金沢大学











宇宙工学， 海洋工学， 原子力 工学等， 工学のとどま



















































































教養部 教授 近 藤 堅
求められるままに地質専門家としての回想を綴って 迷う次第で， 仮に戦 前， 戦中， 戦後とでもして みる。










が外地 （満鮮， 台湾） から地質鉱床調査を完了して帰
京し， 旅装を解いたま、の新鮮な資料の発表であった。
かくして先輩と後輩との縁は， 度重なる会を通じて自










業所 が品川に創設され， 岩芯採 取 により地下の地質を
判定する試錐機の製作と土木， 鉱山， 温泉の地質調査
と試錐を営業とした。 入所 した際には顧問として三菱
から日下部義太郎 （ 工博） 氏， 先輩の佐伯謙吉氏と三
菱の久慈氏が職員であった。 温泉の調査で湯ヶ原， 熱














これに先立つ昭和 9 年関東軍と満鉄の協力で， 全満に
兵要給水地質調査が施行された。 満鉄地質調査 所 兼経
済調査会嘱託として熱河省凌源一河北省建昌営聞の地
















の個室へ蝋燭の燈火によりたどりついた。 戦 時下， 初
の空襲の体験 であった。
次の出張は龍江省瞳泉県学団地の鉄鉱調査で， 連京
ち ち は る














































































3頁……「大学雑感」 第l行 札幌 （ 誤）一一→ 札幌 （正）
印刷 巧 令 令
唱EA

